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冂
可 与式 = 9 - 8

=m

( に ) 与式
=
5 × (- 3 )

選
( 3 ) { 3x + 24 = - 5 一 ①

- x t 3 φ = 9 ②
① + ②× 3 より

3x t 2 y = - 5

+ ) - 3x + 9 Y = 27

11 Y = 22

Y = 2

に超 のに 代入 して

x t 4 = -5

3x = - 9
x= - 3

よって
x

= - 3 .
Y
= 2 m
～

(4) 与式 = 62 - 386 + 28 - 6
= 6 -√問 一 6

= 一襾
um



15 ) Y は x の 2乗 に 比例 するから Y = Qx ”とおくと ､
x = 6

. y = 12 だから
12 = Q × 62
=36a

. : a =
子

よって ､ まゃ～
( 6) 多角形 の 外角 の和 は 360

”

であり
､

正多角形 の

1 つの 外角が 40” だから
360 ^÷ 400 = 9

よって 正九角形 だから
､

辺 の 数 は.
( 7) 三平方 の 定理より
AC=√⑫- 42

= 3 cm
～

2 ミ√49-
18) 袋 の 中 に 黒玉 が x個あるとすると ､黒玉 の

割合は

ー①
450

また
､
35個 の 玉 の 中 に 黒玉 が 14 個あるので ､

黒玉 の 割合 は

一②



①=② と推定すると

発 ｡ =
② 35x = 14 × 450

= 6300

.
. x = 180

よって
､
およそ 180 個 ⇒超

②
(い

ノ

AB = 3 × 2 ×π× 3602
～

る 1720

mへ

直径
6

“
=

5
π

円 すの 展開国 だから
っ

底面 の 円周 = AB

6
=

5
π

底面 の 半径 をとすると
ry 2 x π=⑤π
r =
2匹 ←⑤

TC

3
ニ

5



よって ､表面積 は

3 × 3 × TV × 3602t B y Bxπ
m

つょうぎ形の面積
mm～

広面積
= 59 π+ 25 π
=

45π+ 9π
25

54
=

25π
wm

cm
=

(2) 2つのさいころを 投 げたときの 出 る 目 は

6 × 6 = 36 通 り
…～

川 口 さんが 6 段目 にいるのは ､ 次 の 通り
( 大 さいころ ､

い ､ さいこ 3 ) = ( 1
,
5 )

.
(2 , 4 ) , ( 3 . 3 ) .

(4 , 2 )
.

( 5
,

1 ) .

(4 , . 6 )
,( 5 ,5

)

( 6 , 4 )

↳ 8段目 から 戻 ってくるとき
よって ､ 求 める確率 は

oz
(3 )

ア : 箱 ひげ図 から 平均値 は 分 からないので
誤り



⑨ : B 王 のデータをさ…順 に並べる
下位データ 上位 データ
～～
00000000000000000000000

人 ハ
ハ

中央値
第 1四分位数= 16m 第3四分位数

箱 ひげ 国 から ､ 第 1 四分位数 = 16 m であり ､

データを 小 さい 順 に 並 べたときの 6番目 の生徒
のデータである

｡
よって 少なくとも 1 人 は 16 m の生徒

がいるので ､ 正 しい

ウ : 範 囲 = 最大値 一最 り ､ 値
A 班の 範囲= 32ー 7 = 25

m

BE 王 の 範囲= 3411 = 23
～

よって A班 の 範囲の 方 が 大 きいので 説誤 り

国 : 四分位範囲 = 第 3 四分位数- 第 1四分位数
､

A班 の 四分位範囲 = 20 - 14 点
B王の 四分位範囲 = 26 - 16 =児

よってB班 の 四分位範囲 の 方 が 大きいので 正 しい

ゴ : A 班 のデータを 小さい順 に 並 べる
下位データ 上位 データ
…～
00000000000000000000000

ー
↑ 多 くても 5人 が 22m以上

中央値 第3四分位数 = 20m



B 王のデータをさ …順 に並べる
下位データ 上位 データ
ー～
00000000000000000000000
ー
↑ 少なくとも 12人 は 22m以上

中央値
= 22m

A 王の 22m以上 の 生徒 は 多 くても 5人

B班 の 22m 以上 の 生徒は､ 少なくとも 12 人
よって

､
22m 以上 の 人 は ､B 班 には A班 の 2倍

以上 いるので 正 しい

よって
､答えは ､

イ
.

I
.

オm～

③
し ) 点 C は ､ 性上にありがー 6 だから

Y
ニ8
= - 3 : : 56 . -3
)minc

点 D について ､ x 座標 は B に 等 しく ､ Y座標 は
s

A に 寺 しいから ､ D (
6
, 9
)m

直線CDの 式 を = axtbとおくと ､ C

( - 6 , - 3)
､

D ( 6 , 9) を 通 るから
- 3 = - 6atb ー ①

- ) 9 = 6 a tb ー②
ーは = - 12 a

a = 1



a = 1 を ② に代入 して

9 = 6 × 1 tb ⇒ b = 3

よって ､ Y = xt 3
mm

(2 )

点 A はこ上 にあり
(2 .9) (6 . 9 ) Y = 9 だから

( 6 ,3 ) 9 = 8 :
. x = 2

よって A ( 2
.
9 )
～

(S .8)
'
s
^ 69

点 B は Y こ

x 性上 にあり
x = 6 だから

fい = 3

よって
､

B ( 6
.
3 )

m～

したがって

AD = 6 - 2 = 4

DB = 9 - 3 = 6

より
OABD = 1 × 4 × 6

= 12
mm

点Cnx 座標を S とすると ､ 点 C は 性上 に

あるから

y =
8
: . C(Si

$
5
)m



点 E は 点 B を 通 り Y 軸 に平行 な直線 と x軸

との 交点 だから E ( 6 . ～
～

よって

BE = 3 - 0 = 3

OBCE の 高 さ
～

= S + 6

BE を 底辺 としたときの 高 さ

より

OBCE = 1 × 3 × (s + 6 )

= 3 s + 9
O ABD : 0 BCE = 3 : 4 より

12 : (3 s + 9 ) = 3 : 4

⇐ 29 s + 27 = 48

水 29 s = 21

s =告
点 C のル座標は 負だから､ 一然
丗 O AEF と LAGF において ､

ACIBG であるから
LAFE = LAFG = 90ー ①

共通な辺であるから
AF = AF 一②



また AB に 対 する 円周角 は等 しいから
LACD = LAGF 一 ③
m ～

OADC は LADC = 90 ” の直角角形 であるから
LEAF = 90 ~ - LACD ー④

～

OAFG は LAFG = 90
~

の 直角三角形 であるから
LGAF = 90 ' -LAGFm ～ 一

⑤

③
.
④

.
⑤ より

LEAF = LGAF 一⑥

①
.
②
,
⑥ より 1 組 の 辺 とその 両端 の 角 がそれぞれ

等 しいから

OAEF ≡ OAGF (証明終わり )

⑤
しい x の 値 を決 めると ､それに対応 する Y の 値 が

ただしつ 決 まるから ｡

(2 )
O Lx ≤ 4 … 800 円

婁 ⑧

4 Lx 8 … 1600 円

婁 ⑩ 8 Lx ミ 12 … 2300円

婁 ⑬



グラフより
｡ 0 C x ≤ 4 では B 店 のグラフが A 店 のグラフより
下 にあるので ､

B

店 の 方 が 安い

0 4 L x ミ 6 では A 店 のグラフが B 店 のグラフなり
下 にあるので ､

A 店 の 方 が 安い

｡ 6 C x ≤ 8 では B 店 のグラフが A 店 のグラフより
下 にあるので ､ B店 の 方 が 安い

08 cx ミ 12 では A 店 のグラフが B 店 のグラフより
下 にあるので ､

A 店 の 方 が 安い

よって ､ B 店 より A 店 の 方 が 安 くなるのは､借 りた 時間
が 出時間 より長 く 6時間以内 の 場合 と

ァ ィ

8 時間 より 長 く 12時間以内 の 場合 である
｡

回
しい 連続 する 3 つの 整数 のそれぞれの 2 乗 の 和 から
2 を 引 いた

数は､
n
'
t ( n + 1 )

'

+ ( n +2 )
~
- 2

= N
'
t n
'
t 2 n 1 t nt 4 n t 4 - 2

= 3 n
'
t 6 n + 3

= 3 \ n
'

+ 2ntリ
= 3 ( n + 1 )

2

n いは 連続する 3 つの 整数の 中央 の 数 だから､
3 Cnt ) ” は 中央の 数 を 2 乗して 3 倍 した数 である



(2)連続 する 3 つの 整数 のそれぞれの 2 乗 の 和 から
5 を 引 いた

数は､
n
.
( n e 1 )

"
t ( n + 2 )

“
- 5

= n
2
t nt 2nt 1 t + 4 n + 4 - 5

= 3 n
'
t 6 n

= 3 n ( n + 2 )

n は 連続 する 3 つの 整数 の最 もざい 数 n + 2 は

最 も 大 きい 数 だから､ 3 n ( n + 2) は

最 も 小 さい 数 と 最 も 大 きい 数 の 積
～人

を 3 倍 した

ア : ⑤ 笊
数 と等 しくなる

｡

(3 )連続 する 4 つの 整数 のそれぞれの 2 乗 の 和 から
5 を 引 いた

数は､
n
'

+ in +) ~+ ( n+ 2
)

~+( n + 3
)

- 5

= nt n
'
t 2 n 1 t nt 4nt 4 t nt 6nt 9 - 5

= 4 n+ 12 n + 9
= ( 2 n + 3 )

2

ここで

2m + 3 =れ + 1 ) t ( n +2 )

であり ､ いいはさい 方 から 2番目 の数
,
n + 2 は

大 きい 方 から 2 番目 の 数 であり ､
2

n+ 3 は ､ これらの

和 である ｡
よって…


